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この仕様書は企画提案書作成用であり、事業の実施に係る要求水準を示すものである。企画提案

競技後、一般社団法人埼玉県物産観光協会（以下「協会」という）は契約候補者と協議を行い、

双方の合意が図られた場合は、仕様書を契約候補者の企画提案内容に合わせ修正の上、契約を締

結する。 

 

SAITAMAトラベルマート運用業務委託 仕様書（案） 

 

１ 業務名 

SAITAMAトラベルマート運用業務 

 

２ 業務目的 

埼玉県への観光客誘致を推進するため、埼玉県市町村・観光事業者（以下「セラー」という）と

旅行会社・旅行関連出版社等（以下「バイヤー」という）との商談会（以下「トラベルマート」と

いう）を実施する。 

 

３ 業務期間 

契約締結日から令和7年3月31日（月）までの期間とする。 

 

４ 委託事業の内容 

（１） トラベルマートの実施 

昨年度の実施結果を踏まえ、以下の業務を実施すること。なお、昨年度の実施結果（アンケー

ト結果等）については、「企画提案参加意向届」を提出した事業者に対してのみ公開する。 

 

ア セラーの募集、選定 

（ア）セラーの選定は、事前に協会の了解を得ること。 

（イ）埼玉県内の自治体や観光事業者を対象に、30団体以上の参加団体を確保すること（複数の

事業者が合同で１団体として参加することも妨げない）。セラーは協会会員以外も参加でき

るものとするが、協会非会員の参加については、参加料（1事業者あたり5,000円）を事前徴

収することとし、参加料について協会へ直接振り込むよう請求手続きを行うこと。その際、

協会非会員の参加者リストをExcelで協会に提供すること。また入金確認ができない事業者

については、催促も行うこと。 

※協会会員名簿は別添のとおり。 

 

イ バイヤーの募集、選定 

（ア）バイヤーの選定は、事前に協会の了解を得ること。 

（イ）セラーとほぼ同数のバイヤーを選定すること。 

（ウ）参加バイヤーのうち、一定の割合（※）でインバウンド誘客に繋がるバイヤーを選定する

こと。 

※割合については提案事項とし、最終的には協会と協議の上、決定するものとする。 
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ウ トラベルマートの準備 

（ア）参加セラー及び参加バイヤー紹介資料の作成、セラー展示品やセラー提供品の取りまと

め、事前マッチング、当日の資料作成等、トラベルマートの実施にあたり必要な準備を行う

こと。 

（イ）開催回数は1回、会場は都内を想定しているが、具体的な場所及び開催時期は提案事項と

する。なお、トラベルマートの開催時期は令和7年2月28日（金）までとすること。また、ト

ラベルマート開催に向けた具体的なスケジュール案を提出すること。 

（ウ）会場の予約・座席表の調整等、会場となる施設担当者との連絡・調整を行うこと。なお、

会場で準備が必要と考えられる備品・設備は以下のとおりであるが、その他、事業実施にあ

たり準備したほうがよい備品・設備があれば受託者側で用意すること。最終的には協会と協

議の上、決定すること。 

・スクリーン、プロジェクター、その他必要な音響設備 

・商談用の机、椅子 

・司会台 

・クロークを設置するために必要な設備（ハンガー、パーテーション、テーブルなど） 

・受付用テーブル 

・セラー展示用テーブル 

（エ）トラベルマートの準備の実施にあたっては、適宜協会と協議の上、実施すること。 

 

エ トラベルマートの開催 

（ア）参加者が希望の事業者と必ず商談又は意見交換ができる手法及び具体的な実施内容を提案

すること。（例：全て事前マッチング制とする、商談後に交流会を実施する 等） 

（イ）トラベルマート開催時の写真を記録用として撮影し、事業実施報告書とともに協会あてに

納品すること。 

（ウ）その他、定められた予算において、トラベルマートを効果的に実施する手法があれば提案

すること。 

 

（２） アンケートの実施 

本事業の効果を検証するため、 トラベルマート終了後にセラー、バイヤーそれぞれにアンケ

ートを実施し、分析結果を協会に報告すること。また、アンケートの内容及び形式は事前に協

会の了解を得ること。 

 

（３）成約状況の確認 

トラベルマート終了後、成約状況を協会が円滑かつ効率的に把握できる仕組みについて提案

すること。 

 

（４）その他 

トラベルマート実施にあたり発生する費用（会場使用料、冊子印刷料等）は受託者負担とす

る。 
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（５）KPIの設定 

目標値は以下のとおりとし、その達成を目指すこと。 

・参加セラー及び参加バイヤー数 30団体以上 

・アンケート回答率 セラー80％以上 バイヤー80％以上 

 

５ 報告 

（１）月次報告 

トラベルマート開催に向けて、準備状況を協会に適宜報告すること。なお、必要に応じ、受

託者主催の上、進捗状況の報告等に関する会議を実施することができる。 

 

（２）提出物 

・事業実施報告書 部数 2部 

・上記報告書を記録した電子データ 

・トラベルマート開催時に撮影した写真のデータ 

※報告書の内容については事前に協会の承認を受けること。 

ア 提出期限 

令和7年3月31日（月） 

イ 提出先 

一般社団法人埼玉県物産観光協会 プロモーション課 

 

６  本事業において取得した写真・動画に関する権利の帰属等 

（１）受託者は本業務実施において、著作権、肖像権等の取扱いには十分注意すること。必要な第三

者の著作権、肖像権については、事前に承諾を得ること。 

（２）成果物については、第三者の知的財産権を侵害していないことを保証すること。なお、第三者

が有する知的財産権の侵害の申立を受けたときには、受託者の責任（解決に要する一切の費用負

担を含む。）において解決すること。 

（３）制作過程で生じる権利関係、著作権等の処理は、事業者の責任及び費用で行うこと。 

（４）トラベルマート開催時に撮影した写真の版権は、すべて発注者に帰属するものとする。埼玉県

の観光物産の広報宣伝等で有効に活用できると判断した場合、他の媒体でも使用できるものとす

る（広告を除く）。ただし、受託者が所有する写真、イラスト等を発注者が成果物以外に使用す

る際には、受託者と協議・承諾等を要するものとする。 

  

７ 委託業務実施にあたっての留意事項 

（１）受託者は、本委託契約業務の実施に当たり、関係法令、条例及び規則等を十分に順守するこ

と。 

（２）委託業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、あらかじ

め発注者の承諾を得た場合は、この限りではない。 

（３）委託業務に関して知り得た秘密を他に漏らし、又は委託業務以外の目的に使用してはならな

い。委託期間が終了し、又は委託契約が解除された後においても同様とする。 

（４）委託業務を通じて取得した個人情報の適切な管理のために、必要な措置を講じるものとする。 
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（５）受託者は本業務実施において、著作権、肖像権等の取扱いには十分注意すること。必要な第三

者の著作権、肖像権については、事前に承諾を得ること。 

（６）受託事業終了後に委託契約額を確定した結果、受託者に本事業により発生した収入があり、得

られた収入から委託金額を上回る事業費を差し引いてもなお受託者に収入がある場合、当該収入

は発注者に返還するものとする。 

（７）受託者は、委託業務の履行に当たり、自己の責めに帰する事由により協会に損害を与えたとき

は、その損害を賠償しなければならない。 

（８）受託者は、委託業務の履行に当たり、受託者の行為が原因で利用者その他の第三者に損害が生

じた場合には、その賠償の責めを負うものとする。 

（９）発注者が受託者を決定した後、委託契約に当たり、この仕様書に定める事項及びこの仕様書に

定められた事項以外に疑義が生じた場合は、遅滞なく発注者と協議を行うものとする。 

（10）本仕様書に定めるものの他、受託者の企画提案内容についても、適切に履行すること。 


